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議会は町民と共に！

議員は、選挙で町民の負託

を受け議会へと送っていた

だきます。

そこで、町民の困りごとや

意見を聴いて、町民福祉の向

上や安心安全で住みよいま

ちづくりと、開かれた議会を

目指しています。

町民の声を聴きます。

議会と語ろう会、議会

だより、録画配信、議会

ホームページなどで説

明や情報を発信します。

公職選挙法の一部改正の法律が令和２年６月に公布され、同年12月12日から施行されまし

た。制度の改正は、候補者の選挙運動経費の負担軽減を図ることで、より多くの立候補者の意

欲を高め、立候補しやすい環境整備を目指すために、選挙費用の一部を公費負担する制度です。

また、新たに町村議会議員選挙の立候補者には供託金が必要になります。

令和５年４月の基山町議会議員選挙の際は、制度の利用が可能となります。

主な仕事

・本会議で議案の議決をします

・行政の仕事をチェックします

・町民の意見を提案します

主な仕事

・議会に議案を出します

・予算を作って使います

・地方税の徴収をします

まちづくりは

町民が主役！

議 会
（町議会議員）

町 民

役 場
（首長・行政）

区 分 選挙運動用自動車 選挙用ポスター 運動用ビラ 供託金額

町長選挙 × ➡ ○ × ➡ ○ × ➡ ○ 50万円

町議会議員選挙 × ➡ ○ × ➡ ○
領布不可×

➡ 領布解禁○

供託金導入

15万円

選挙公営による改正 ※詳しくは、基山町選挙管理委員会へ問い合わせ下さい。

選挙運動経費の負担軽減改 正
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まだまだあります！

議会や議員は、何をし

ているのか見えにくいな

どの声を聞きます。

そこで、１年間の主な

議会の活動や町民、執行

部、議会の関係などを特

集に取り上げてみました。

町議会と語ろう会

３月議会

当初予算審査

12月議会 ６月議会

議会サイクル

９月議会

決算審査
町議会と語ろう会

所管事務調査
２つの常任委員会は、所

管する課に属する事務を、

現地調査や資料を基に詳し

く聞き取り、質疑、意見を行

いチェックします。

行政視察
町の課題などについて、

先進的な取り組みをしてい

る自治体へ視察に赴き、研

修した成果を、一般質問等

で提案していきます。

皆さんの声を
聞かせて下さい

子ども議会

行政視察

所管事務調査

臨時会

議会だより発行

議会改革特別委員会

議員研修会
所管事務調査

所管事務調査
・総務文教常任委員会

・厚生産業常任委員会

全員協議会（毎月）

所管事務調査

議会って 何してるの？特
集

特集記事 大久保 由美子
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新型コロナ対応で政策提言

基山町議会は、国の地方創生臨時交付金を受けて町が６月定例会に提出する事業

について、議会として政策提言を行いました。町からの回答は以下の通りです。

提言 家庭用蓄電池購入やソーラーパネル等の

設置に対する補助を行うこと。

回答 今年度実施する再生可能エネルギー導入

検討事業のなかで、検討する。

提言 各区公民館、中小企業のコロナウイルス

除去の空気清浄機購入に対して補助を行

うこと。

回答 各区公民館には、コロナウイルス対策に

係る備品購入費の補助を行う。中小企業

にはすでに実施している。

提言 温泉施設、施設園芸等ハウス栽培農家の

光熱費の補助、介護施設や障がい者施設

等に対し、原油価格、物価高騰対策とし

ての補助を行うこと。

回答 原油価格・物価高騰の影響を受けたこと

が顕著であり、収入等に一定の影響があ

れば、支援金の対象として検討する。

提言 駅前に基山町全体の大型案内板の設置を

すること。

回答 すでに設置しているが、今回基山駅から

「基肄城」等への案内板設置や日本遺産

「西の都」において交通アクセスなどの情

報を提供する表示を設置する。

提言 子育て世帯へプレミアム商品券を給付す

ること。

回答 国や県からの支援に加え、特に生活費の

負担が大きくなっている世帯に対し、町

独自にプレミアム商品券を支給する。

第２回定例会（６月３日∼10日）の採決結果

全会一致で可決した議案

議案番号 議 案 名 議案番号 議 案 名

同意１
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同
意を求めることについて

承認３
専決処分の承認を求めることについて（令和
３年度一般会計補正予算（第15号））

同意２
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同
意を求めることについて

議案19 令和４年度一般会計補正予算（第１号）

議案17
下工４補第２号宝満川処理区第２汚水幹線管
路築造工事（２工区）請負契約について

議案20
令和４年度国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

議案18 佐賀県市町総合事務組合規約の変更について 議案21 令和４年度下水道事業会計補正予算（第１号）

承認１
専決処分の承認を求めることについて（税条
例等の一部を改正する条例）

賛 否 表

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大

久

保

由

美

子

末

次

明

桒

野

久

明

河

野

保

久

鳥

飼

勝

美

大

山

勝

代

品

川

義

則

松

石

信

男

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ×

議案
番号

議 案 名

承認２
専決処分の承認を求めることについて（国民健康保険条
例の一部を改正する条例）

賛否が分かれた議案 ○ × 欠 退 除○ 賛成 × 反対 欠 欠席 退 退席 除 除斥 議長は採決に加わりません
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一般会計補正 1億9702万円追加
予算総額 79億6651万円

６
月
議
会

■主な事業■

キャンプ場施設整備 事業費200万円

屋根付きの広場に調理ができるカウンターテーブ

ルと天井を増築。備品としてテント、焚火台、キャ

リーワゴン、モバイルバッテリーなどを整備する。

子育て世帯に１万円給付金 事業費1527万円

0歳〜18歳までの子育て世帯に１世帯１万円給付。

ただし、ひとり親世帯、住民税非課税世帯は除く。

生活支援に１世帯２万円給付 事業費300万円

対象は、物価高騰を受け生活に困っている準要保護

世帯、特別児童扶養手当受給世帯、５人以上の多子

世帯。

プレミアム商品券給付 事業費1713万円

個人住民税非課税世帯のうち児童扶養手当受給世

帯と一人暮らし高齢者世帯主に消費喚起型「得券２

万２千円分」を支給する。

子育て世帯に一人あたり５万円 事業費910万円

物価の高騰の影響を受けている低所得者のひとり

親・ふたり親の児童一人あたりに５万円。対象者は

児童手当又は特別児童扶養手当の受給者で住民税

均等割非課税の者。

公民館、中小企業を支援 事業費2037万円

各区公民館にコロナ感染症対策備品として５万円。

原油・物価高騰の影響を受けた中小企業にエネル

ギー効率化事業やチャレンジ支援事業補助金。ま

た中小企業、小規模事業者、農林事業者、介護施設、

障がい者施設に補助金10万円支給。

甘木鉄道運行維持支援 90万円

原油価格高騰を受け経営がきびしくなっているの

で、公共交通サービスの維持負担金として支払う。

学校給食食材費補助 補助金137万円

物価高騰を受けている食材費について、保護者負担

を抑えるため。

保育所等給食食材費補助 補助金91万円

物価高騰を受けている食材費の保護者負担を抑え

るために、増えた食材費の２％を上限に補助する。

対象は町内のすべての保育施設。

高齢者情報格差解消実証実験 事業費200万円

インターネットを活用できない高齢者をなくすた

めに、情報端末を個人や各区公民館などで無償貸与

し、その利用方法を支援する。

電気自動車でCO2削減 事業費1892万円

太陽光発電カーポート及び電気自動車２台、普通

車・軽自動車２台を購入し、平日は庁用車、休日は

町民に無料で貸し出して体験してもらう。

補正予算の特徴は、原油価格や物価高騰に対する国のコロナ対応地方創

生臨時交付金（6,780万円）支給による事業が主なものです。

基山町営キャンプ場

太陽光発電カーポート
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育英資金貸付基金 貸付条件を緩和

貸付基金の改正内容

第
２
回
定
例
会

議
案
審
議

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
︵
専
決
処
分
︶

問

土
地
に
係
る
固
定
資
産

税
の
負
担
軽
減
措
置
と

省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
住
宅
へ

の
固
定
資
産
税
減
税
措
置
だ
が
、

省
エ
ネ
改
修
対
象
者
数
と
町
民

へ
の
周
知
度
は
。

答

活
用
者
は
少
な
い
︒
更

に
周
知
を
徹
底
す
る
︒

提
案

対
象
者
に
対
す
る
広
報
、

確
定
申
告
来
庁
者
へ
の
周
知
、
施

行
業
者
に
は
省
エ
ネ
住
宅
措
置

に
関
す
る
情
報
の
伝
達
を
図
る

こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

地
域
情
報
化
整
備
委
託
料

２
０
０
万
円

問

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
高
齢
者

や
各
区
公
民
館
等
に
貸

与
、
将
来
的
に
情
報
格
差
の
解
消

に
つ
な
げ
る
た
め
の
実
証
実
験

と
の
説
明
だ
が
、
委
託
先
、
対
象

者
、
使
用
期
間
等
は
。

答

通
信
事
業
者
に
委
託
︑
実

施
期
間
は
２
～
４
カ
月

程
度
︒
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

た
な
い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
対
象
で
あ
る
︒
端
末
は
無
償

提
供
し
︑
期
間
終
了
後
は
回
収
す

る
︒

提
案

情
報
弱
者
の
生
活
の
質

の
向
上
に
寄
与
す
る
事
業
で
あ

る
の
で
一
定
の
成
果
を
出
す
よ

う
に
。

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
事
業

︵
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
、
電
気
自
動
車
の
導
入
︶

１
８
９
２
万
円

問

平
日
に
は
庁
用
車
、
休
日

は
町
民
に
貸
出
す
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
方
法
等
は
。

答

普
通
車
︑
軽
自
動
車
を
各

一
台
購
入
す
る
︒
使
用

料
無
料
︒
１
回
に
つ
き
最
大
３

時
間
の
貸
し
出
し
を
予
定
︒
町

民
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
予

約
︑
利
用
当
日
の
ド
ア
ロ
ッ
ク
︑

解
除
︑
エ
ン
ジ
ン
始
動
が
可
能
︒

人
を
介
さ
ず
電
気
自
動
車
の
体

験
が
で
き
る
︒
災
害
時
は
避
難

所
へ
の
電
気
供
給
を
行
う
︒

提
案

町
民
へ
の
貸
し
出
し
は

利
用
者
の
マ
ナ
ー
、
交
通
事
故
、

利
用
規
約
等
の
運
営
管
理
、
職
員

の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
等
に
課
題
が

残
る
。
導
入
ま
で
に
最
善
策
を

構
築
し
取
り
組
む
こ
と
。

参
議
院
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

借
上
料

７
万
円

問

選
挙
全
般
に
関
し
て
、
ポ

ス
タ
ー
掲
示
箇
所
や
職

員
、
立
会
人
等
の
負
担
が
大
き

い
。
適
正
で
あ
る
か
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答

県
・
町
の
選
挙
管
理
委
員

会
︑
地
区
代
表
者
と
の
協

議
が
必
要
で
あ
る
︒

提
案

各
関
係
機
関
と
早
急
に

協
議
し
、
改
善
す
る
よ
う
に
。

脱炭素社会へ 電気自動車を購入脱炭素社会へ 電気自動車を購入

総務文教常任委員会
審査・調査

の担当課

総務課・企画政策課・財政課・税務課

まちづくり課・出納室・教育学習課

未来を担う電気自動車

みんなが情報を共有できる社会へ
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第
２
回
定
例
会

議
案
審
議

下
工
４
補
第
２
号
宝
満
川
処
理

区
第
２
汚
水
幹
線
管
路
築
造
工

事
︵
２
工
区
︶
請
負
契
約

９
２
４
０
万
円

問

工
事
箇
所
と
内
容
は
ど

う
か
。

答

県
道
本
郷
基
山
線
の
県

境
か
ら
西
側
の
延
長
１

８
８
ｍ
の
区
間
で
︑
推
進
工
法
を

用
い
︑
中
央
地
点
よ
り
東
西
２
方

向
に
向
け
て
堀
り
進
め
る
︒

問

安
全
対
策
は
十
分
か
。

答

工
事
作
業
は
交
通
量
の

少
な
い
夜
間
に
行
う
︒

主
に
地
下
で
の
作
業
と
な
り
︑
発

信
立
坑
が
あ
る
場
所
の
周
辺
10

ｍ
程
度
の
通
行
規
制
で
済
む
た

め
︑
通
行
車
両
へ
の
支
障
は
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
る
︒

提
案

夜
間
で
の
長
期
工
事
で

あ
る
た
め
、
交
通
安
全
対
策
や
立

坑
へ
の
落
下
防
止
な
ど
、
安
全
対

策
や
気
象
状
況
も
注
視
し
た
工

程
管
理
を
行
う
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
給
付
事

業

１
７
１
３
万
円

問

給
付
目
的
と
対
象
者
は

ど
う
か
。

答

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
原

油
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
な
ど
に
よ
り
︑
生
活
費
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
︑
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
支
給
す
る
︒
支
給

対
象
者
は
︑
基
準
日
︵
令
和
４
年

６
月
１
日
︶
に
お
い
て
︑
令
和
４

年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
う

ち
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
︑

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
世
帯
の

世
帯
主
と
す
る
︒

問

給
付
金
額
と
給
付
予
定

世
帯
数
は
ど
う
な
の
か
。

答

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

︵
金
券
２
冊
１
４
０
０
０

円
分
及
び
銀
券
１
冊
６
５
０
０

円
分
︶︑
支
給
予
定
世
帯
は
７
０

０
世
帯
を
予
定
し
て
い
る
︒

問

商
品
券
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
生
活
困
窮
者
支
援

を
考
慮
し
た
場
合
、
日
常
生
活
品

の
購
入
が
可
能
な
消
費
喚
起
型

︵
得
券
︶
に
変
更
し
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

答

庁
内
で
協
議
・
調
整
を
行

い
︑
消
費
喚
起
型
︵
得
券

２
冊
２
万
２
０
０
０
円
分
︶
に
変

更
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
き

た
い
︒

提
案

当
該
事
業
は
議
会
の
提

案
を
受
け
て
立
案
し
、
内
容
に
つ

い
て
も
熟
考
を
重
ね
た
と
思
う

が
、
今
後
、
同
様
の
事
業
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ

た
内
容
と
す
る
こ
と
。

お
も
て
な
し
看
板
設
置
工
事

４
１
２
万
円

問

看
板
の
設
置
個
所
と
内

容
は
。

答

Ｐ
Ｒ
看
板
１
カ
所
と
案

内
サ
イ
ン
４
カ
所
を
予

定
し
て
い
る
︒
Ｐ
Ｒ
看
板
は
国

道
３
号
の
通
行
車
両
を
対
象
と

し
︑
三
国
境
付
近
に
設
置
予
定
で

あ
る
︒
案
内
サ
イ
ン
は
︑
地
図
上

に
ル
ー
ト
案
内
等
を
記
載
し
た

も
の
を
︑
Ｊ
Ｒ
基
山
駅
に
設
置
す

る
︒
他
の
３
カ
所
は
︑
け
や
き
台

入
口
交
差
点
︑
役
場
南
西
の
Ｔ
字

路
︑
基
山
登
山
口
の
丸
林
集
落
セ

ン
タ
ー
付
近
を
考
え
て
い
る
︒

問

来
町
者
の
観
光
目
的
に

沿
っ
た
案
内
内
容
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

関
係
各
課
と
十
分
協
議

し
︑
来
町
者
の
目
的
に

沿
っ
た
表
記
と
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
︒

提
案

Ｐ
Ｒ
看
板
は
基
山
町
の

魅
力
あ
る
内
容
を
表
記
す
る
こ

と
。
案
内
サ
イ
ン
は
訪
問
目
的

に
沿
っ
た
表
記
を
検
討
し
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
等
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
た
分
か
り
や
す
い
表
記
に
な

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

生活困窮者へ プレミアム商品券生活困窮者へ プレミアム商品券

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・健康増進課・福祉課・こども課

産業振興課・定住促進課・建設課

下水道工事が始まる県道本郷基山線
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一般質問全員が 町 政 を問う

11人が町政を問う
一一般質問般質問一般質問般質問一般質問

一般質問とは、議員が

町政について調査・研究

した事柄を自由に質問す

ることをいいます。

今回の一般質問は、平

日の傍聴が難しい方のこ

とも考慮し、６月４日

（土）、５日（日）に休日議

会として開催しました。

質問議員 質問事項 ページ

品 川 義 則 子育て支援対象世帯の個別訪問調査を 9

大久保 由美子 プラ製品のリサイクルを！ 9

松 石 健 児 礎石群内の杉檜の伐採を 10

天 本 勉 園部団地建替えの早期着手を 10

中 村 絵 理 土砂採取事業者への町の対応は？ 11

末 次 明 基肄城を国の特別史跡にふさわしく 11

大 山 勝 代 給食費が無償化されていない町は 12

河 野 保 久 教育プランの最重点項目は 12

松 石 信 男 補聴器購入に補助を 13

鳥 飼 勝 美 消防格納庫は町の管理で 13

桒 野 久 明 DXにより行政の業務効率化は 14

休日議会傍聴のご意見（アンケート)

今回、けやき台に隣接する土

砂採取事業について、とても心

配していたので初めて傍聴しま

した。けやき台に住んでいます

が、砂ぼこりが強風の日にはす

ごく飛んできます。これ以上土

砂採取をすると、この先どうな

るのかととても心配です。あの

森林があってのけやき台だった

のに何でこんなことになってし

まったのか、残念では済まされ

ないです。 （30代 女性）

ヤングケアラーについて、

現在把握している件は０と

いう事で安心しましたが、

もっと細かく情報収集すれ

ば、困っている子供がいるか

もしれないので、今後、学校

でも気をつけていく事を希

望します。 （60代 女性）

｢基肄城」の価値と魅力につ

いて行政の理解、思いがまだま

だ不十分で答弁内容と実態は

大きくかけ離れていると思い

ます。行楽、遠足、ハイキング

の山としての利用にとどまっ

ている。町外、県外の人達から

のダントツの全国区「基山の

宝」をもっともっと大切にして

欲しい。基肄城を町民の誇り

となるような町のバックアッ

プを。 （70代 男性）

お忙しい中での休日議会（一般質問）の傍聴ありがとうございました。

傍聴者数 56名

皆様方よりたくさんのご意見をいただき感謝申し上げます。多くのご意見の中

から、一部掲載させていただきます。

相変わらず傍聴者は年配者ば
かり。現役世代が関心を持つ様
なアプローチや働きかけが必要
と思う。 （60代 男性）

基山駅で基山に登る道が

わからないと聞かれた。登

山入り口（瀧光徳寺）までの

バス路線を作ればよいと思

います。（ここまで行くと登

山口） （60代 女性）

身近な質問が多かった。今

後も住みよい町づくりに努力

して下さい。 （70代 男性）
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

問

子
育
て
世
帯
で
貧
困
世
帯
を
把
握

し
て
い
る
か
。

答

２
０
１
７
年
に
町
内
全
て
の
子
育

て
世
帯
の
子
ど
も
生
活
実
態
調
査
を

行
っ
た
結
果
︑
収
入
が
２
５
０
万
円
の

世
帯
が
８
・
４
％
で
し
た
︒

問

ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
は
。

答

国
民
生
活
基
礎
調
査
で
は
︑
子
ど

も
が
い
る
現
役
世
帯
の
貧
困
率
は
約
12

％
︑﹁
大
人
が
一
人
﹂
の
世
帯
の
貧
困
率

は
約
48
％
と
な
っ
て
い
る
︒

基
山
町
子
ど
も
生
活
実
態
調
査
で

は
︑
ひ
と
り
親
家
庭
の
約
63
％
が
世
帯

収
入
２
５
０
万
円
未
満
で
し
た
︒

問

町
の
支
援
制
度
は
申
請
主
義
。

ま
た
支
援
制
度
情
報
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
一
方
的
に
な
っ
て
い
な
い

か
。
貧
困
世
帯
の
情
報
格
差
が
生
じ
て

い
る
。
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
世
帯

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
ひ

と
り
親
世
帯
・
多
子
世
帯
な
ど
の
戸
別

訪
問
調
査
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答

調
査
に
は
多
く
の
人
手
と
経
費
が

か
か
る
の
で
行
わ
な
い
︒

問

町
内
で
は
子
育
て
を
支
援
し
て
い

る
団
体
や
個
人
が
子
ど
も
食
堂
を
開
き

活
動
し
て
い
る
が
、
町
は
連
携
を
取
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

答

町
内
で
子
ど
も
の
食
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
団
体
や
社
協
︑
区
長
会
代

表
ら
で
勉
強
会
を
行
っ
た
︒
今
後
は
各

団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
の
情
報
発
信

を
行
っ
た
り
︑
食
材
提
供
に
つ
い
て
の

や
り
取
り
で
協
力
し
た
り
︑
横
の
連
携

が
取
れ
る
協
議
会
を
組
織
し
て
い
く
︒子供の居場所「ここてらす｣

問

子
育
て
支
援
対
象
世
帯
の
個
別
訪
問
調
査
を

答
多
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
で
き
な
い

品し
な

川が
わ

義よ
し

則の
り

議
員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
と
支
援
を

問

な
ぜ
今
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

子
ど
も
た
ち
が
︑
家
族
の
介
護
や

世
話
で
友
人
関
係
が
希
薄
で
孤
立
し
た

り
︑
進
学
や
就
職
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
る
︒

問

子
ど
も
の
多
く
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
言
葉
や
意
味
を
理
解
し
て
い
な

い
。
情
報
を
伝
え
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

で
き
な
い
か
。

答

認
識
や
意
識
が
低
い
と
考
え
ら
れ

る
︒
啓
発
に
つ
い
て
チ
ラ
シ
や
学
校
だ

よ
り
で
伝
え
る
な
ど
検
討
し
て
い
く
︒

問

こ
れ
ま
で
の
、
可
燃
ご
み
減
量
の

見
直
し
は
何
か
。

答

雑
紙
の
出
し
方
や
︑
毎
月
１
人
当

た
り
の
ご
み
の
量
を
広
報
誌
に
掲
載
し

て
い
る
︒
昨
年
は
︑
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
の
講
習
会
や
基
山
町
公
式
ラ
イ

ン
に
︑
ご
み
・
資
源
物
の
出
し
方
の
検

索
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
︒

問

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
、
可
燃
ご

み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
の
推
進

は
。

答

具
体
的
な
分
別
の
周
知
や
生
ご
み

処
理
機
補
助
制
度
の
継
続
︑
食
品
ロ
ス

削
減
と
生
ご
み
の
水
切
り
啓
発
︒
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
分
別
の
試
験
的
な
取
り
組
み

な
ど
検
討
し
て
進
め
て
い
く
︒

問

｢
ま
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ

分
け
れ
ば
資

源
﹂
の
標
語
を
、
庁
舎
、
資
源
物
回
収

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
広
報
誌
を
活
用
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
発
が
で
き
な
い
か
。

答

資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど

で
標
語
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
た
い
︒

問

プ
ラ
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
！

答

前
向
き
に
検
討
す
る

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員

リサイクル啓発の標語
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一般質問

秋
光
川
︵
第
９
区
付
近
︶
の
早
期
護

岸
復
旧
を

問

護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
の
浸
食
が
２
カ
所

見
ら
れ
る
。
今
後
の
対
策
は
。

答

金
網
に
砕
石
を
詰
め
て
設
置
し
た

箇
所
は
︑
護
岸
の
洗
掘
防
止
の
た
め
実

施
さ
れ
た
工
事
で
本
復
旧
さ
れ
た
も

の
︒
大
型
土
の
う
な
ど
を
積
み
上
げ
て

い
る
部
分
は
今
後
︑
本
工
事
で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
よ
る
根
継
工
事
の
本
復
旧
を

予
定
し
て
い
る
︒

礎石群を侵食する樹木

基
肄
城
整
備
と
情
報
発
信

問

基
肄
城
跡
保
存
整
備
基
本
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

答

基
肄
城
全
体
の
案
内
サ
イ
ン
や
多

目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し
︑
駐
車
場
と
し

て
も
活
用
で
き
る
﹁
基
肄
城
南
門
跡
地

広
場
﹂
の
整
備
を
令
和
３
年
度
に
完
了

し
た
︒

問

礎
石
群
内
の
杉
檜
の
伐
採
及
び
、

各
史
跡
付
近
に
解
説
プ
レ
ー
ト
な
ど
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

答

史
跡
地
内
に
位
置
す
る
た
め
︑
文

化
庁
の
許
可
を
得
た
上
で
進
め
て
い
く

よ
う
計
画
を
立
て
る
︒

問

基
肄
城
水
門
跡
の
案
内
看
板
は
町

内
随
所
に
あ
る
が
、
基
山
︵
き
ざ
ん
︶

登
山
口
の
案
内
看
板
・
マ
ッ
プ
な
ど
へ

の
明
記
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

答

今
年
度
︑
町
内
に
３
基
の
案
内
板

を
設
置
す
る
予
定
︒
今
後
︑
表
示
内
容

を
充
実
さ
せ
た
い
︒

問

礎
石
群
内
の
杉
檜

ヒ
ノ
キ

の
伐
採
を

答

計
画
を
立
て
て
進
め
る

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員

営
住
宅
へ
の
移
転
を
希
望
さ
れ
て
い
る

入
居
者
の
不
安
を
解
消
す
べ
く
︑
個
別

に
移
転
協
議
を
進
め
て
い
る
︒

問

町
が
基
本
方
針
を
示
し
、
早
期
着

手
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

答

今
年
度
中
に
は
移
転
補
償
や
家
賃

保
証
等
の
対
応
方
針
を
策
定
し
︑
入
居

者
へ
の
十
分
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
︒

併
せ
て
︑
建
替
地
︑
建
替
時
期
︑
事
業

手
法
等
を
示
し
た
﹁
建
替
事
業
実
施
計

画
﹂
を
策
定
し
て
い
き
た
い
︒

問

現
在
の
入
居
状
況
及
び
建
替
え
に

対
す
る
入
居
者
の
意
向
は
ど
う
か
。

答

令
和
４
年
５
月
末
時
点
の
入
居
者

は
42
世
帯
で
あ
る
︒
建
替
え
に
対
す
る

入
居
者
の
意
向
は
︑﹁
新
建
替
団
地
﹂
15

件
﹁
他
の
町
営
住
宅
﹂
６
件
﹁
民
間
住

宅
﹂
３
件
﹁
実
家
や
施
設
等
﹂
３
件
﹁
わ

か
ら
な
い
﹂
５
件
﹁
引
っ
越
し
た
く
な

い
﹂
10
件
と
な
っ
て
い
る
︒

問

新
耐
震
基
準
に
適
合
し
て
い
る
の

か
。

答

園
部
団
地
は
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
造
に
よ
る
低
層
の
壁
式
構
造

で
建
設
さ
れ
て
い
る
︒
昭
和
56
年
６
月

に
改
正
さ
れ
た
建
築
基
準
法
施
行
令
で

は
︑
こ
の
構
造
は
改
正
さ
れ
て
お
ら
ず

﹁
新
耐
震
基
準
﹂
を
満
た
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
︒

問

令
和
４
年
～
６
年
度
の
﹁
実
施
計

画
﹂
に
園
部
団
地
に
関
す
る
項
目
が
な

い
。
懸
案
事
項
だ
と
思
う
が
、
担
当
課

を
含
め
た
内
部
協
議
は
し
て
い
る
か
。

答

現
在
︑
民
間
賃
貸
住
宅
や
他
の
町

建設から50年を過ぎた園部団地

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

問

園
部
団
地
建
替
え
の
早
期
着
手
を

答

建
替
事
業
実
施
計
画
を
策
定
す
る
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

的
と
し
て
い
る
。
お
互
い
が
矛
盾
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
回
の
地
区
は

居
住
誘
導
区
域
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

答

矛
盾
は
な
い
︒
市
街
化
調
整
区
域

の
基
本
理
念
を
変
え
る
も
の
で
は
な

い
︒
こ
の
計
画
は
地
域
の
町
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
︒突然伐採された森林地区

問

け
や
き
台
に
隣
接
し
た
森
林
の
土

砂
採
取
事
業
だ
が
、
町
は
住
民
の
安
心

安
全
確
保
を
図
る
た
め
の
事
前
対
応
な

ど
は
行
っ
た
の
か
。

答

所
有
者
に
周
囲
の
住
民
や
関
係
者

へ
の
事
前
説
明
や
安
全
配
慮
︑
安
全
確

保
を
お
願
い
し
て
い
る
︒

問

事
前
の
説
明
不
足
が
多
く
の
住
民

を
混
乱
さ
せ
た
。
今
後
、
町
が
住
民
の

安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
す
べ
き

こ
と
は
何
か
。

答

採
取
事
業
者
が
許
可
さ
れ
た
内
容

に
よ
る
沈
砂
池
・
仮
水
路
な
ど
︑
必
要

な
施
設
の
確
実
な
設
置
及
び
維
持
管
理

が
順
守
さ
れ
て
い
る
か
の
点
検
が
必
要

で
あ
る
︒

｢

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
区

計
画
﹂
に
つ
い
て

問

市
街
化
調
整
区
域
は
市
街
化
を
抑

え
る
区
域
で
あ
る
。
こ
の
計
画
の
上
位

計
画
で
あ
る
﹁
立
地
適
正
化
計
画
﹂
は
、

市
街
化
区
域
内
に
居
住
等
の
誘
導
を
目

問

土
砂
採
取
事
業
者
へ
の
町
の
対
応
は
？

答

雨
期
の
災
害
対
応
に
万
全
を
期
す

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員

を
確
認
し
な
が
ら
次
年
以
降
の
基
本
設

計
を
行
い
前
期
計
画
を
進
め
て
い
く
︒

大
礎
石
群
や
東
北
門
の
整
備
は
？

問

保
存
整
備
計
画
を
見
る
と
礎
石
群

や
各
城
門
の
整
備
後
の
イ
メ
ー
ジ
図
が

描
か
れ
て
い
る
。
計
画
通
り
に
実
現
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
の
可
能
性
は
。

答

基
本
設
計
後
︑
実
施
計
画
︑
工
事

と
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
︒
予
定
箇

所
も
︑
ど
の
箇
所
か
ら
優
先
し
て
行
う

か
な
ど
︑
基
肄
城
跡
保
存
整
備
委
員
会

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
決
め
て
い
き
た

い
︒
大
礎
石
群
の
周
辺
立
木
伐
採
も
前

倒
し
検
討
案
に
加
え
て
い
く
︒

基
山
町
主
導
で
保
存
整
備
を

問

基
肄
城
跡
は
全
国
に
63
カ
所
し
か

な
い
国
の
特
別
史
跡
で
あ
り
町
の
宝
、

町
全
体
で
重
要
性
を
認
識
し
、
国
・
県
、

周
辺
市
町
と
連
携
し
取
り
組
め
。

答

吉
野
ヶ

里
遺
跡
︑
名
護
屋
城
跡
は
︑

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
県
が
事

業
化
し
整
備
を
行
っ
て
い
る
︒
佐
賀
県

初
の
特
別
史
跡
で
あ
る
基
肄
城
跡
も
︑

他
の
２
件
と
同
様
の
扱
い
を
行
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
県
に
働
き
か
け
て
い
く
︒

福
岡
県
が
中
心
と
な
っ
て
広
域
で
展
開

し
て
い
る
日
本
遺
産
｢西
の
都
｣に
お
い

て
も
連
携
し
て
見
学
者
の
受
け
入
れ
態

勢
の
強
化
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
︒

問

特
別
史
跡
基
肄
城
跡
保
存
整
備
基

本
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答

平
成
30
年
度
に
基
本
設
計
を
行
う

予
定
だ
っ
た
が
７
月
水
害
に
よ
っ
て
進

捗
が
遅
れ
て
い
る
︒
水
門
跡
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て
は
本
年
度
中
に
取
水
口
の

復
旧
工
事
を
行
う
︒
治
山
ダ
ム
の
進
捗

基肄かたろう会の活動

問

基
肄
城
を
国
の
特
別
史
跡
に
ふ
さ
わ
し
く

答

県
に
も
協
力
を
要
請
し
推
進

末す
え

次つ
ぐ

明
あ
き
ら

議
員
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一般質問

を
判
断
し
て
い
き
た
い
︒

地
域
で
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

問

基
山
町
に
は
女
性
の
区
長
・
区
長

代
理
が
一
人
も
い
な
い
。
こ
れ
は
各
地

域
が
主
体
的
に
決
め
て
運
営
す
る
も
の

な
の
で
、
行
政
へ
の
一
般
質
問
は
馴
染

ま
な
い
と
思
う
が
、
問
題
提
起
と
し
た

い
。

答

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
で
は
女
性

の
区
長
・
区
長
代
理
の
目
標
は
設
定
し

て
い
な
い
︒
各
種
審
議
会
等
の
委
員
は

女
性
の
参
画
率
を
30
％
に
定
め
て
い

る
︒
今
後
︑
男
女
の
意
識
改
革
を
進
め
︑

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

問

学
校
給
食
費
の
助
成
を
行
う
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
佐
賀
県
10
町
の
う

ち
段
階
的
な
も
の
も
含
め
て
、
無
償
化

し
て
い
な
い
町
は
ど
こ
か
。

答

基
山
町
と
有
田
町
の
２
町
︒

問

基
山
町
が
無
償
化
す
る
た
め
の
財

源
は
い
く
ら
か
か
る
か
。

答

１
人
あ
た
り
小
学
校
で
年
間
４
万

９
５
０
０
円
︑
中
学
校
で
５
万
８
３
０

０
円
︒
総
額
年
間
７
千
万
円
弱
が
必
要

に
な
る
︒

問

基
山
町
よ
り
財
政
が
豊
か
で
な
い

町
の
多
く
が
実
施
し
て
い
る
。
財
政
力

が
３
位
と
高
い
本
町
で
で
き
な
い
理
由

は
何
か
。

答

本
町
で
は
ほ
か
の
市
町
が
し
て
い

な
い
子
育
て
支
援
策
を
い
く
つ
か
行
っ

て
い
る
︒

問

完
全
実
施
で
な
く
て
も
段
階
的
に

で
も
補
助
で
き
な
い
か
。

答

給
食
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
精

査
・
検
討
を
行
い
︑
施
策
の
優
先
順
位

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

問

給
食
費
が
無
償
化
さ
れ
て
い
な
い
町
は

答

県
内
10
町
の
う
ち
基
山
町
と
有
田
町

おいしい給食「いただきます」

化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
︒

問

多
彩
な
文
化
芸
術
の
推
進
は
。

答

き
や
ま
創
作
劇
の
公
演
を
︑
で
き

る
限
り
︑
以
前
の
よ
う
な
形
に
戻
し
て

い
く
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
︒

問

教
育
プ
ラ
ン
の
中
で
、
令
和
４
年

度
に
お
け
る
最
重
点
項
目
と
す
る
施
策

は
。

答

今
年
度
も
﹁
生
き
る
力
を
育
む
学

校
教
育
の
充
実
﹂
が
最
重
点
項
目
と
な

る
︑
学
力
向
上
・
心
の
教
育
の
充
実
・

体
力
の
向
上
な
ど
プ
ラ
ン
に
挙
げ
て
い

る
施
策
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

く
︒

問

令
和
３
年
よ
り
教
育
プ
ラ
ン
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
し
て
い
る
が
成

果
は
上
が
っ
て
い
る
か
。

答

今
年
度
は
配
布
の
時
期
も
で
き
る

だ
け
早
急
に
し
て
︑
町
民
会
館
・
図
書

館
・
憩
い
の
家
な
ど
に
も
置
い
て
自
由

に
読
ん
で
い
た
だ
く
取
り
組
み
も
始
め

た
︒
教
育
プ
ラ
ン
に
対
す
る
理
解
や
関

心
は
以
前
よ
り
も
高
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
︒

問

教
育
プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
て
い
る
６

つ
の
施
策
の
中
で
最
も
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
施
策
は
。

答

生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充

実
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
構
想
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
︒

問

教
育
環
境
の
充
実
で
は
ど
の
よ
う

に
。

答

若
基
小
の
中
庭
の
人
工
芝
化
・
基

山
小
の
職
員
増
に
伴
う
職
員
室
の
改
修

を
進
め
る
こ
と
︒
併
せ
て
学
校
図
書
館

の
バ
ー
コ
ー
ド
導
入
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

問

教
育
プ
ラ
ン
の
最
重
点
項
目
は

答

生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実

河こ
う

野の

保や
す

久ひ
さ

議
員小規模特認校 若基小学校
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

意
思
決
定
の
場
に
女
性
が
少
な
い

問

コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
が
仕
事
を
失
く

し
生
活
が
困
窮
し
て
お
り
、
子
育
て
世

帯
の
貧
困
の
広
が
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
の
急

増
、
女
性
の
自
殺
者
の
増
加
率
が
男
性

の
５
倍
、
子
ど
も
や
少
女
た
ち
へ
の
虐

待
、
性
被
害
が
急
増
し
て
い
る
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
は
１
５
６
カ

国
の
中
で
日
本
は
１
２
０
位
と
大
変
低

い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

答

お
母
さ
ん
は
子
育
て
︑
家
事
が
当

た
り
前
︑
お
父
さ
ん
は
そ
う
い
う
こ
と

を
す
る
と
お
か
し
い
と
い
う
見
方
で
な

く
︑
家
事
で
も
男
女
の
差
別
な
く
役
割

分
担
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
︒

問

基
山
町
の
各
種
審
議
会
の
中
で
女

性
委
員
が
占
め
る
割
合
が
令
和
２
年
度

で
は
県
平
均
33
・
８
％
に
対
し
26
・
５

％
と
低
い
。

答

令
和
４
年
は
29
・
４
％
に
な
っ
て

お
り
︑
今
後
人
数
が
増
え
る
よ
う
に
努

め
る
︒

問

高
齢
者
に
と
っ
て
難
聴
は
身
近
な

問
題
。
難
聴
に
な
る
と
、
家
庭
で
も
社

会
的
に
も
孤
立
し
、
引
き
こ
も
り
に
な

り
が
ち
で
、
認
知
症
に
つ
な
が
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
補
聴
器
の
有
用

性
と
は
何
か
。

答

難
聴
に
な
る
と
認
知
症
に
つ
な
が

る
︒
そ
こ
で
自
分
に
合
っ
た
補
聴
器
を

装
着
す
る
こ
と
で
予
防
に
効
果
が
あ
る
︒

問

補
聴
器
購
入
が
進
ま
な
い
の
は
経

済
的
な
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
要
因

だ
。
高
齢
者
の
﹁
聞
こ
え
の
支
援
﹂
を

行
う
た
め
に
購
入
に
対
す
る
補
助
を
。

答

補
助
の
検
討
を
進
め
る
︒

問

補
聴
器
購
入
に
補
助
を

答

補
助
の
検
討
を
進
め
る

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

高齢者の補聴器

問

消
防
格
納
庫
の
管
理
責
任
は
町
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答

消
防
団
活
動
で
使
用
さ
れ
る
格
納

庫
は
︑
町
に
も
管
理
責
任
が
あ
る
︒

問

消
防
格
納
庫
の
土
地
、
建
物
を
町

に
移
管
し
、
町
が
管
理
す
べ
き
で
は
。

答

消
防
団
の
再
編
を
検
討
す
る
中
で

消
防
施
設
の
移
管
に
つ
い
て
協
議
す

る
︒

問

町
が
管
理
す
る
と
、
格
納
庫
の
建

設
な
ど
は
、
国
の
補
助
な
ど
の
対
象
に

な
る
が
。

答

今
後
検
討
す
る
︒

消
防
団
の
再
編
が
必
要
で
は
な
い
か

問

消
防
各
部
の
団
員
１
人
当
た
り
人

口
は
最
小
で
第
３
部
33
人
、
最
大
で
第

１
部
２
６
０
人
で
実
に
八
倍
の
格
差
が

あ
る
、
是
正
す
べ
き
で
あ
る
。

答

今
後
︑
再
編
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

問

現
在
の
消
防
団
八
部
制
を
、
統
合

し
て
五
部
制
に
再
編
で
き
な
い
か
。

答

今
後
︑
早
い
時
期
に
町
議
会
と
協

議
し
て
い
く
︒

消
防
団
員
の
確
保
策
は
あ
る
の
か

問

少
子
高
齢
化
に
よ
る
、
消
防
団
員

の
確
保
策
に
つ
い
て
対
策
は
あ
る
の

か
。

答

消
防
団
勧
誘
員
を
設
置
し
て
︑
募

集
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
︒

問

団
員
確
保
に
つ
い
て
、
町
内
企
業

に
協
力
の
要
請
は
し
な
い
の
か
。

答

今
後
検
討
す
る
︒

問

消
防
格
納
庫
は
町
の
管
理
で

答

町
に
も
管
理
責
任
が
あ
る
︒

鳥と
り

飼か
い

勝か
つ

美み

議
員

町が管理すべき消防格納庫
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一般質問

区 分 件 名 内容（概略） 結 果

意
見
書

教職員定数の改

善と義務教育費

国庫負担制度拡

充に係る意見書

１ 中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。ま

た豊かな学びや学校の働き方改革を実現するため、更なる少

人数学級の推進や加配教員の増員等、教職員の定数改善を推

進すること。

２ 教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財政を

確保した上で義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分

の１に引き上げること。

採択

(全員賛成)

陳
情
書

女性トイレの維

持及びその安心

安全の確保につ

いての陳情

労働安全衛生規則第628条及び事務所衛生基準規則第17条所定

の事業所トイレにおける大原則である「男性用と女性用に区別

して設けること」を今後とも崩さず、女性トイレをすべからく

維持し、女性の安心安全という権利法益を守るべく諸方策をと

ること。

全議員に

配布

国民の祝日「海

の日」を７月20

日に固定化する

意見書の提出を

求める陳情

わが国と海との歴史的、文化的および経済・社会的な関わりな

らびに海の日制定の歴史的経緯等を踏まえ、国民が海の大切さ

を理解し、その恩恵に感謝し、海の安全および環境保全につい

て思いを馳せる機会とするためにも、「海の日」を当初の７月

20日に固定化すること。

全議員に

配布

沖縄を「捨て石」

にしない安全保

障政策を求める

意見書の提出を

求める陳情

１ 沖縄を「捨て石」にした差別的な安全保障政策をやめること。

２ 辺野古新基地建設を断念すること。

３ 普天間基地は「本土」に引き取り、日本全体で問題解決す

ること。

全議員に

配布

基山町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に対して議会の議決に
基づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。

意見書等の結果

し
︑
内
容
は
各
区
の
運
営
委
員
会
で
報

告
さ
れ
︑
区
長
か
ら
文
書
で
各
世
帯
に

回
覧
す
る
形
が
と
ら
れ
て
い
る
︒

問

月
２
回
全
戸
に
配
布
さ
れ
る
広
報

紙
の
ほ
か
、
回
覧
板
に
よ
る
地
域
の
情

報
連
絡
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
作
成
業

務
の
多
く
を
区
長
が
担
っ
て
い
る
。

町
は
、
連
絡
に
漏
れ
が
な
い
よ
う
、

一
枚
紙
に
完
結
に
ま
と
め
た
連
絡
表
を

発
行
し
、
一
目
で
周
知
で
き
る
よ
う
協

力
願
い
た
い
が
。

答

ど
の
よ
う
な
形
が
最
善
で
あ
る
か

今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
︒

問

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
︵
Ｄ
Ｘ
︶
の

目
標
は
。

答

行
政
の
業
務
効
率
化
に
よ
り
︑
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
︒

問

行
政
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
現
状
は
。

答

既
に
い
く
つ
か
の
事
業
に
取
り
組

み
︑
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
︒

問

文
科
省
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使

用
し
た
試
験
方
式
︵
Ｃ
Ｂ
Ｔ
︶
に
よ
る

全
国
学
力
・
学
習
調
査
の
準
備
を
進
め

て
い
る
が
、
環
境
の
整
備
は
ど
う
考
え

る
か
。

答

中
学
校
は
令
和
７
年
度
以
降
に
導

入
さ
れ
る
予
定
で
対
応
で
き
る
よ
う
早

め
に
準
備
を
進
め
た
い
︒

自
治
会
活
動
で
の
課
題
は

問

町
か
ら
自
治
会
・
町
民
へ
の
連
絡

は
ど
の
よ
う
な
手
段
が
と
ら
れ
て
い
る

か
。

答

区
長
宛
て
の
文
書
の
送
付
︑
区
長

会
や
団
体
長
連
絡
会
の
開
催
時
に
説
明

問

Ｄ
Ｘ
に
よ
り
行
政
の
業
務
効
率
化
は

答

効
率
化
に
よ
り
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員

各戸に回る回覧板
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委

員

長

桒
野

久
明

副
委
員
長

松
石

信
男

委

員

末
次

明

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員大
久
保
由
美
子

委

員天
本

勉

委

員中
村

絵
理

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

休
日
議
会
に
よ
せ
て

６
月
議
会
は
、
仕
事
な
ど
で
傍
聴
を
で

き
な
い
方
に
配
慮
し
て
、
休
日
に
一
般
質

問
を
行
い
、
多
く
の
方
に
傍
聴
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
一
般
質
問
は
、
３

役
と
質
問
に
関
わ
る
担
当
課
長
の
み
出
席

し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に

執
行
部
全
員
が
揃
い
、
従
来
の
態
勢
で
開

催
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
収
束
へ
向
い
、
マ
ス
ク
を
外

し
て
笑
顔
で
話
せ
る
日
を
待
ち
わ
び
る
こ

の
頃
で
す
。

(
大
久
保
由
美
子
)

令和４年 第３回基山町議会定例会 会期の予定

９月５日（月）〜22日（木）

一般質問 ９月６日（火）〜８日（木）

議会を傍聴してみませんか。多くの皆さまの傍聴をお待ちしております。

※この会期日程等は、状況により変更することがあります。

小松地区の田園風景

選任に同意した委員（敬称略)

尾
お

石
いし

清
きよ

孝
たか

（けやき台）

議長交際費執行状況表（令和４年度 ４月〜６月）議長交際費執行状況表（令和４年度 ４月〜６月）

支出種別 支出金額(円) 支出の相手方および行事名等

御祝 5,000 4/14 大興善寺契園つつじ開園式

御祝 4,373 5/26 基山モール商店街協同組合第39回通常総会

合計件数(件) 合計額(円) 累計件数(件) 累計額(円)

2 9,373 2 9,373

基山町固定資産評価審査委員会委員

任期：令和４年７月１日から

令和５年８月21日まで

子ども議会を開催

コロナ禍で２年間中止していた子ども

議会を10月１日に開催します。

６月10日基山中学校で行った説明会の様子

大
おお

串
ぐし

法
のり

光
みつ

（宮浦）

任期：令和４年７月１日から

令和７年６月30日まで
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三
国
・
丸
林
線
の
完
成
は

平
成
28
年
か
ら
総
事
業
費
７
億
２

９
０
０
万
円
で
計
画
さ
れ
て
い
る
事

業
は
︑
基
山
Ｐ
Ａ
上
り
線
南
側
交
差

点
か
ら
東
側
国
道
３
号
線
交
差
点
ま

で
の
延
長
４
３
０
ｍ
の
区
間
︑
標
準

幅
員
10
・
５
ｍ
の
内
容
で
施
工
さ
れ
︑

令
和
７
年
３
月
に
完
了
予
定
と
な
っ

て
い
る
︒

今
年
度
以
降
の
工
事
は

高
速
道
路
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
Ｊ
Ｒ
鹿

児
島
本
線
三
国
踏
切
方
向
へ
水
路
の

切
替
え
を
含
み
︑
公
共
交
通
広
場
・

三
国
踏
切
の
改
良
が
行
わ
れ
る
︒

公
共
交
通
広
場
の
利
活
用
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
降
や
送

迎
用
車
両
の
一
時
的
利
用
を
含
め
︑

新
た
に
駐
輪
場
も
設
置
す
る
︒

委
員
会
か
ら
の
提
案

改
良
工
事
実
施
中
の
交
通
安
全
対

策
は
請
負
業
者
と
協
議
し
︑
安
全
な

事
業
遂
行
に
努
め
る
こ
と
︒

事
業
の
完
成
後
は
︑
公
共
交
通
広

場
の
不
法
駐
車
防
止
や
駐
輪
場
︑
ト

ン
ネ
ル
内
で
の
犯
罪
防
止
の
た
め
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
実
施
す
る
よ

う
提
案
し
た
︒

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

基
山
町
は
令
和
元
年
に
環
境
基
本

条
例
を
策
定
し
︑
今
年
２
月
に
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
表
明
し
た
︒

環
境
保
全
に
理
解
を

今
年
２
月
に
策
定
し
た
﹁
環
境
基

本
計
画
﹂
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
︒

今
︑
基
山
町
の
﹁
自
分
の
町
は
自
分

た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
﹂
と
い
う
良

さ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
︒
町
が
や
る

べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
︑
町
民
や
町

内
事
業
者
に
求
め
る
こ
と
を
広
報
す

る
よ
う
提
案
し
た
︒

｢２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭

素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
﹂
こ

と
は
国
も
推
奨
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
が
︑
き
れ
い
な
環
境
に
は
コ
ス
ト

も
か
か
る
︒
社
会
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
美
し
い
基
山
を
未
来
に
残
す
に

は
町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が

必
要
と
な
る
︒

今後改良される高速道路東側

所
管
事
務
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

現地で説明を受ける委員会

自然豊かな基山町

基山（きざん）山頂に自生するオキナグサ


